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○教育と福祉の連携

･在学中から卒業後の支援（支援のバトンタッチ）

･就学期から地域とつながるための育成会活動
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義教育と福祉の連携
第
１
分
科
会

東京都立町田の丘学園進路指導主幹
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５最後に"。‘

２国と東京都の就労状況

３福祉と機関との連携

第－１回全国手をつなぐ育成会連合会島根大会

４サービス等利用計画等

平成26年度９月２７日

東京都立町田の丘学園
｢教育と福祉の連携」

１８歳の選択 一塁
大沼健百

①限定されていた選択肢‘熊、……”噸溺蕊鳳=琴孝ご働震巽罰一”晶

縫)郷i盤|＜主な内容＞

麹・ｗｕ金ゐ４

識_尋鶴
②｢働きたい､だから支えてほしい」｡東京都町田市1市を学区としています。

｡学校紹介
○知的障害63学級(342名）
（高等部191名）

○肢体不自由２５学級(72名）
○計88学級(４１４名）
○教職員数(207名）

風町田市人口(426,987人Ｈ24年）
全国ランキング４８位｡都内１２位

１１８歳の選択

③企業か､福祉か？「多様なはたらき」

･知的障害に対する思いこみや誤った見方
同障害者雇用促進制度の対象にならなかった

今｢労働力になりにくい人たち｣(ﾕ997年Ｈ9年以前）
似｢就業する力｣について判断基準があいまいなこと
･就職することへの｢とまどい｣と｢ためらい｣があること

学校

④卒業後の可能性と新たな挑戦

【働くこと】

個人の暮らしを確かなものにする手段

働くことを通じて、自分が自分の主人公になること

一

〔_)可

N卜謹牟一紬､

親

②｢働きたい､だから支えてほしい」
ロ
ーａ 画よう










































































































